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12
定
月
例 会

　平成24年定例会は、12月10日（月）から12月20

日（木）までの11日間の会期で開催されました。

提出された議案は9件で、専決処分の承認1件、

条例制定1件、条例改正3件、一般会計及び特別

会計補正予算4件でした。すべて原案通り可決さ

れました。

条
例
制
定

　

「
桑
折
町
復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
町
税
の
特
例
に
関
す
る
条

例
」
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

区
域
法
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
総
理

大
臣
の
認
定
を
受
け
た
復
興
推
進
計

画
に
定
め
ら
れ
た
復
興
産
業
集
積
区

域
に
お
い
て
、
一
定
の
事
業
に
対
す

る
施
設
を
設
置
し
た
事
業
者
に
対
し

て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
た
も
の
で
す
。

　

「
桑
折
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」及
び「
桑
折
町
災

害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
防
災
会

議
と
災
害
対
策
本
部
の
役
割
の
見
直

し
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
改
定
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

条
例
改
正

　

「
桑
折
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
現
行
の
消
防
組
織
法
及
び「
桑

折
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
」
に
則
し
た
文
言
等
の
整
理
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
費
用
に

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
94
億
6
，

8
7
1
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

県
支
出
金　
　

5
3
4
万
9
千
円

○

繰
越
金　
　
　
　
　

65
万
1
千
円

《
歳
出
》

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費6

0
0
万
円

県
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ

回
復
支
援
交
付
金
等
に

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
億
9
，

6
8
2
万
9
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
1
0
1
億
6
，
5
5
3
万
9

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

除
染
対
策
事
業
交
付
金

5
億
1
，
1
7
0
万
円

○

個
人
町
民
税6

，
3
5
2
万
４
千
円

○

法
人
町
民
税5

，
5
1
8
万
9
千
円

○

固
定
資
産
税２

，
9
6
0
万
1
千
円

○

 

福
島
県
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
回

復
支
援
市
町
村
交
付
金

4
，
6
7
4
万
6
千
円

○

市
町
村
除
染
対
策
支
援
事
業補

助
金

1
，
7
0
0
万
円

○

災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
補
助
金

1
，
3
9
5
万
円

専
決
処
分
の
承
認

補
正
予
算

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

○

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

国
庫
負
担
金

1
，
3
2
5
万
1
千
円

○

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

給
付
事
業
県
負
担
金

6
0
0
万
円

○

災
害
救
助
費
等
負
担
金

5
3
2
万
7
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
放
射
性
物
質
除
染
及
び

仮
置
場
設
置
経
費

5
億
1
，
3
2
6
万
5
千
円

・
福
島
県
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ

回
復
支
援
市
町
村
交
付
金
積
立
金

4
，
6
7
4
万
6
千
円

・
上
水
道
送
水
管
・

ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
出
資
金

4
，
0
0
0
万
円

・
身
体
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

2
，
4
0
0
万
円

・
ふ
れ
あ
い
公
園
芝
生
植
栽
経
費

1
，
7
0
0
万
円

・
被
災
家
屋
等
解
体
工
事
に
伴
う

一
般
廃
棄
物
処
分
費

1
，
5
5
0
万
円

・
町
道
維
持
管
理
費　

7
3
5
万
円

・
応
急
仮
設
住
宅
建
設
用
地
借
上
料

5
3
2
万
8
千
円

・
職
員
の
増
員
等
に
伴
う職

員
人
件
費

2
，
3
8
1
万
8
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
1
，

2
8
3
万
9
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
15
億
4
，
4
9
9
万
2
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

国
庫
支
出
金　
　
　

5
2
8
万
円

○

療
養
給
付
費
等
交
付
金

7
5
5
万
9
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
療
養
諸
費　
　

1
，
0
3
0
万
円

・
高
額
療
養
費　
　
　

2
0
0
万
円

・
償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

53
万
2
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
3
万
6
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
12
億

3
7
0
万
9
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

一
般
会
計
繰
入
金　

3
万
6
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

9
9
5
万
2
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

　

▲
9
9
5
万
2
千
円

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入

　

2
6
4
万
円
を
増
額
し
、
総
額
3

億
4
，
5
6
9
万
9
千
円
と
す
る
も

の
で
、
水
道
使
用
料
1
3
8
万
円
及

び
加
入
金
89
万
3
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

　

収
益
的
支
出

　

5
8
2
万
1
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
3
億
2
，
2
6
3
万
8
千
円
と

す
る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
、
委

託
料
4
0
5
万
6
千
円
、
総
経
費

2
0
5
万
8
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　

資
本
的
収
入

　

4
，
0
0
0
万
円
を
増
額
し
、
総

額
を
7
，
3
9
0
万
円
と
す
る
も
の

で
、
出
資
金
の
増
額
で
す
。

　

資
本
的
支
出

　

2
，
2
7
9
万
6
千
円
を
減
額
し
、

総
額
1
億
8
，
6
1
5
万
6
千
円
と

す
る
も
の
で
工
事
請
負
費
の
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。

請
願
・
陳
情 
審
査
報
告

県
営
土
地
改
良
事
業
に
お
け
る
地
方

公
共
団
体
の
費
用
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
第
2
号
）

【
請
願
者
】

　

 

伊
達
郡
桑
折
町
字
西
段
19
番
地

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

理
事
長　

賀
藤　

貞

【
審
査
の
結
果
】

　

採　

択

「
政
府
の『
原
発
事
故
収
束
宣
言
』
の

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る（
第
３
号
）

【
請
願
者
】

　

福
島
市
渡
利
字
中
江
町
62
の
6

　

 

原
発
な
く
せ
原
発
事
故
に
よ
る
損

害
の
完
全
賠
償
を
さ
せ
る
福
島
県

北
の
会

　

代
表　

菅
野　

偉
男

【
審
査
の
結
果
】

　

採　

択

産

業

建

設

水

道

常

任

委

員

会

震

災

復

興

調

査

特

別

委

員

会

「『
財
物
賠
償
基
準
』を
見
直
し
、『
再

取
得
価
額
』を
基
準
に
し
た
賠
償
基

準
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願（
第
4
号
）

【
請
願
者
】

　

福
島
市
渡
利
字
中
江
町
62
の
6

　

 

原
発
な
く
せ
原
発
事
故
に
よ
る
損

害
の
完
全
賠
償
を
さ
せ
る
福
島
県

北
の
会

　

代
表　

菅
野　

偉
男

【
審
査
の
結
果
】

　

採　

択

「
２
０
１
３
年
度
の
教
育
予
算
の
拡

充
と
教
職
員
定
数
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書
提
出
」方
の
陳
情（
第
6
号
）

【
陳
情
者
】

　

福
島
市
上
浜
町
10

－

38

　

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　
　

中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐　

史
郎

　

伊
達
市
保
原
町
字
旭
町
32

　

福
島
県
教
職
員
組
合
伊
達
支
部

　
　
　
　
　

支
部
長　

酒
井　

克
幸

【
審
査
の
結
果
】

　

一
部
採
択

総

務

文

教

厚

生

常

任

委

員

会
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モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
対
策
に
つ
い

て
　

地
域
産
業
振
興
の
た
め

　

10
月
12
日
・
産
業
振
興
課
長
の
出

席
を
求
め
、
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
に

対
す
る
町
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　

11
月
13
日
・
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　

11
月
22
日
・
効
果
的
な
対
策
に
つ

い
て
、
専
門
機
関
で
あ
る
福
島
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
所
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

12
月
10
日
・
調
査
の
経
過
と
結
果

の
整
理
を
行
っ
た
。

　

12
月
14
日
・
報
告
書
を
成
文
し
た
。

　

「
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
」が
県
北
地

方
で
多
発
し
、
本
町
に
お
い
て
も
伊

達
崎
地
区
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
本
委
員
会
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
農
産
物
の
生
産
振
興

調　

査　

事　

件

の
う
え
か
ら
、
被
害
の
把
握
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
の

説
明
を
求
め
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

　

被
害
状
況
は
、
主
に
阿
武
隈
川
沿

線
の
伊
達
崎
地
区
、
桑
折
駅
西
側
周

辺
に
多
く
発
生
が
み
ら
れ
、
面
積

的
に
は
、
一
圃
場
平
均
約
15
〜
20
％
、

伊
達
崎
地
区
で
は
60
％
の
と
こ
ろ
も

見
受
け
ら
れ
、
早
生
種
の
暁
星
か
ら

晩
成
種
の
川
中
島
白
桃
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
ま
た
、
枝
葉
の
被
害
だ
け

で
な
く
果
実
へ
の
被
害
も
多
発
し
、

出
荷
量
減
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
5
月
に
降

水
量
が
多
く
感
染
し
や
す
い
環
境

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
新
梢
葉
で
の

発
病
な
ど
早
期
か
ら
被
害
が
み
ら
れ

た
。
被
害
状
況
を
鑑
み
、
効
果
の
あ

る
対
策
を
調
査
検
討
し
た
結
果
、

① 
秋
季
防
除
を
徹
底
し
越
冬
密
度
の

低
減
化
を
図
る
こ
と
。

② 

春
型
枝
病
斑
の
切
除
と
初
期
防
除

を
図
る
こ
と
。

③ 

防
風
ネ
ッ
ト
設
置
に
よ
る
強
風
対

策
。

等
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
対
策
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
生
産
農
家
の
重
荷
が
想

定
さ
れ
、
ま
た
、
桑
折
ブ
ラ
ン
ド
の

復
活
再
生
の
う
え
か
ら
も
更
な
る
行

政
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

委 会員 調査報告

調　

査　

目　

的

調

査

の

経

過

調　

査　

結　

果

産
業
建
設
水
道

常

任

委

員

会

総
務
文
教
厚
生

常

任

委

員

会

⑴ 

震
災
復
興
下
に
お
け
る
財
政
運
営

に
つ
い
て

⑵ 

社
会
教
育（
体
育
を
含
む
）施
設
整

備
に
つ
い
て

⑶ 

そ
の
他
所
管
に
関
す
る
事
項

⑴
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め

⑵ 

社
会
教
育（
体
育
を
含
む
）分
野
に

お
け
る
震
災
復
興
を
図
る
た
め

⑶ 

突
発
的
な
所
管
事
務
調
査
を
行
う

必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
る

た
め

調　

査　

事　

件

調　

査　

理　

由

産
業
建
設
水
道

常

任

委

員

会

⑴ 

道
水
路
等
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

⑵ 

そ
の
他
所
管
に
関
す
る
事
項

⑴ 

町
民
の
安
全
な
生
活
環
境
保
全
の

た
め

⑵ 

突
発
的
な
所
管
事
務
調
査
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
る
た

め

調　

査　

事　

件

調　

査　

理　

由

委

員

会

調

査

第
11
回
臨
時
会　

11
月
7
日

い
の
し
し
捕
獲
機
械
器
具
費
用

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
81
万
5
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
94
億
5
，

4
8
4
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
》

・
繰
越
金　
　
　
　
　

81
万
5
千
円

《
歳
出
》

・
農
業
総
務
費　
　
　

81
万
5
千
円

児
童
生
徒
の
運
動
不
足
解
消
費
用

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
7
8
7
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
94
億
6
，

2
7
1
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
県
支
出
金　
　

4
0
7
万
2
千
円

・
繰
越
金　
　
　

3
7
9
万
8
千
円

補

正

予

算

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

桃
穿
孔
細
菌
病
が
多
発
し
た
た
め

防
除
対
策
事
業
補
助
金

1
4
2
万
9
千
円

○

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
災
害
に
強
い
自

立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
た
め
の
設
計
業
務

委
託
料

2
6
0
万
円

専
決
処
分
の
承
認

○：賛成　●：反対　　　：討論者

議 案 審 議 結 果 表
渡
邉
英
直

岩
﨑
久
男

佐
藤
武
朗

斉
藤　

謙

斎
藤
松
夫

羽
根
田
八
千
代

佐
藤
榮
三

川
名
静
子

原　

賢
志

平
井
國
雄

平
井
光
一

松
山
善
二

片
平
秀
雄

半
澤　

高

第 11 回臨時会

議案50号　専決処分の承認を求めることについて（平成24年度桑折町一般会計補正予算（第6号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 51 号　平成 24 年度桑折町一般会計補正予算（第 7号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 12 回定例会

議案52号　専決処分の承認を求めることについて（平成24年桑折町一般会計補正予算（第8号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 53 号　桑折町復興産業集積区域における町税の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 54 号　桑折町防災会議条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 55 号　桑折町災害対策本部条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 56 号　桑折町消防団設置に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 57 号　平成 24 年度桑折町一般会計補正予算（第 9号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 58 号　平成 24 年度桑折町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 59 号　平成 24 年度桑折町介護保険特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案 60 号　平成 24 年度水道事業会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議 14 号　政府が行った「原発事故収束宣言」の撤回を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議 15号　「財物賠償基準」を見直し、「再取得価額」を基準とした賠償基準とすることを求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議 16 号　自主的避難区域における精神的損害賠償等に関する意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議 17号　2013年度の教育予算の充実と教職員定数の改善を求める意見書（案）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　　員　　名

議　案　項　目

○

 

原
発
事
故
に
伴
い
放
射
性
物
質
の

影
響
に
よ
り
児
童
生
徒
の
精
神
的

ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
解
消
す

る
事
業
に
取
り
組
む
た
め
の
経
費

1
5
1
万
1
千
円

○

 

史
跡
桑
折
西
山
城
跡
発
掘
調
査
事

業
に
お
け
る
貴
重
な
遺
構
の
報
告

書
作
成
業
務
委
託
料

1
7
0
万
円

　

昨
年
、
11
月
9
日（
金
）広
報
委
員
・

議
長
・
事
務
局
の
7
名
で
宮
城
県
利
府

町
議
会
を
視
察
す
る
。
利
府
町
議
会
発

行「
議
会
だ
よ
り
」
は
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
常
時
入
賞
の
栄
に
輝
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
報
委
員
会
と
し

て
日
頃
か
ら
大
変
関
心
事
が
高
く
、
今

年
度
の
研
修
計
画
と
し
て
い
た
も
の

で
、
研
修
内
容
は
利
府
町
議
会
広
報
委

員
・
議
長
等
6
名
と
説
明
資
料
に
基
づ

き
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
特
に「
議

会
だ
よ
り
」作
成
に
関
し
、一
定
の
ル
ー

ル
が
明
分
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
定

例
会
開
催
か
ら
発
行
ま
で
の
期
間
の
短

縮
化
及
び
読
み
や
す
さ
、
解
り
や
す
さ

を
常
に
重
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
我
々
広
報
委
員
会
は
今
回
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

広
報
委
員
会
視
察
研
修
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質 問 項 目

吸
収
抑
制
対
策
の
効
果
は

最
善
の
方
法
で
あ
っ
た

佐 藤 榮 三 議員

問　

樹
園
地
、
水
田
の
吸
収
抑
制
対

策
の
効
果
と
今
後
の
取
り
組
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

答　

町
長　

水
田
吸
収
抑
制
対
策
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
放
射
性
物
質
が

約
４
分
１
〜
５
分
１
に
低
減
出
来
た
。

　

樹
園
地
に
つ
い
て
は
、
樹
体
洗
浄

に
よ
る
物
も
含
め
降
下
し
た
放
射
性

物
質
が
地
表
に
留
ま
っ
て
お
り
農
作

業
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の
外
部
被
曝

量
の
低
減
や
風
雨
に
よ
る
飛
散
、
流

出
な
ど
に
伴
う
生
活
空
間
等
の
二
次

汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
方
法
は
県
果
樹
研
究
所
等

で
研
究
、
検
討
中
そ
の
結
果
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

米
全
袋
検
査
の

進
捗
状
況
は

11
月
末
で
ほ
ぼ
終
了
し
た

問　

米
の
全
袋
検
査
は
当
初
計
画
で

は
年
内
終
了
出
来
な
い
見
込
み
で

あ
っ
た
が
作
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

町
長　

計
画
上
、
８
４
，
0
0
0

袋
。
実
質
、
約
７
０
，
0
0
0
袋
で
ほ

と
ん
ど
が
検
出
限
界（
25 

bq
／
kg
）以

下
で
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
レ
ベ
ル（
60 

bq
／
kg
）
越
え
87
袋
あ
っ
た
が
、
県

の
精
密
検
査
の
結
果
、
基
準
値
超
え

は
無
く
、
全
量
出
荷
可
能
と
な
っ
た
。

住
宅
地
除
染
と

仮
置
場
に
つ
い
て

仮
仮
置
場
承
諾
で

先
行
発
注
す
る

問　

仮
置
場
決
定
後
の
作
業
手
順
、

所
要
時
間
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

町
長　

仮
置
場
決
定
後
の
手
順

は
、
測
量
設
計
発
注
に
２
週
間
、
測

量
設
計
業
務
委
託
２
ヶ
月
、
仮
置
場

工
事
発
注
に
３
週
間
、
仮
置
場
設
置

工
事
は
工
事
価
格
に
伴
う
標
準
工
期

か
ら
算
出
し
て
６
ヶ
月
程
度
か
か
る
。

　

仮
置
場
確
保
の
町
内
会
に
お
い
て

は
、
仮
仮
置
場
の
承
諾
を
い
た
だ
け

れ
ば
先
行
し
て
住
宅
除
染
業
務
を
発

注
す
る
。

―　今年も美味しいモモを　―

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
8 名登壇

一 般 質 問

○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。

○ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

① 樹園地、水田の吸収抑制対策

についての効果と今後の計画

について

② 米の全袋検査の進捗状況と今

年度の作業を顧みての効果と

問題点について

③ 住宅地等除染作業と仮置場に

ついて

問　

景
気
低
迷
の
長
期
化
に
よ
り
、

地
球
規
模
的
に
財
政
が
逼
迫
し
て
い

る
が
、
新
年
度
の
予
算
編
成
時
の
基

礎
事
業
費
の
算
出
ベ
ー
ス
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
。
過
去
の
産
業
別
推
移
、

性
質
別
歳
出
等
を
類
似
団
体
と
比
較

し
た
場
合
、
特
に
定
員
管
理
計
画
に

基
づ
く
人
件
費
や
物
件
費
の
あ
り
方

に
厳
格
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

町
長　

基
礎
事
業
費
の
算
出
の

ベ
ー
ス
と
な
る
の
は「
復
興
こ
お
り
創

造
プ
ラ
ン
」の
実
施
計
画
と
な
る
。
人

員
計
画
は
従
前
か
ら
の
年
齢
構
成
に

偏
り
が
あ
り
、
将
来
へ
の
バ
ラ
ン
ス

等
を
踏
ま
え
た
取
組
み
で
あ
る
。
な

お
、各
種
経
費
に
つ
い
て
は
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
の
強
化
に
努
め
た
い
。

町
内
会
長
の
借
地
要
請
の

責
任
範
囲
は

不
測
の
事
態
時
の

全
責
任
は
町
側

問　

除
染
事
業
の
発
注
状
況
を
公
表

す
べ
き
、
ま
た
、
仮
置
場
に
関
す
る

係
間
及
び
町
内
会
長
と
の
連
絡
調
整

に
統
一
性
が
な
く
不
十
分
で
な
い
か
。

町
内
会
長
の
責
任
範
囲
が
不
明
確
な

た
め
、
大
変
苦
慮
し
て
い
る
が
、
行

政
側
の
積
極
的
関
与
が
求
め
ら
れ
る
。

除
染
に
関
す
る
当
初
予
算
約
42
億
円

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
執
行
額
と
執

行
率
の
状
況
は
。

答　

町
長　

今
後
、
発
注
状
況
を
公

表
す
る
。
不
測
の
事
態
に
お
け
る
全

責
任
は
町
側
に
あ
る
こ
と
の
確
認
書

を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
ま
た
関
係

者
と
の
勉
強
会
を
開
催
し
な
が
ら
認

識
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
農

業
委
員
会
等
と
の
事
前
打
合
せ
に
基

づ
き
、
各
種
手
続
き
等
を
対
策
室
で

行
っ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
事
業
費

27
億
5
，
8
0
0
万
円
で
執
行
率
は

66
％
と
な
っ
て
い
る
。

即
時
性
の
あ
る

情
報
公
開
が
必
要

広
報
委
員
会
の

充
実
強
化
を
図
る

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
関
し
て
、

昨
今
、
高
齢
者
等
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
習
熟
度
が
高
ま
り
、
Ｈ
Ｐ
に
よ
る

町
の
各
種
情
報
を
得
る
傾
向
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
委
員
会
等
を
設
置
し

先
進
事
例
を
参
考
と
し
た
公
開
性
、

即
時
性
、
蓄
積
性
、
双
方
向
性
を
考

慮
し
た
ペ
ー
ジ
づ
く
り
の
充
実
強
化

を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　

町
長　

現
在
、
内
容
的
に
は
弱

い
面
が
窺
わ
れ
る
が
、
時
機
を
捉
え

た
速
や
か
な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。
内
容
に
つ
い
て
は
町

の
考
え
を
加
味
し
な
が
ら
、
先
進
事

例
に
近
づ
け
る
べ
く
努
め
た
い
。
な

お
、
庁
内
情
報
連
絡
員
会
議
で
作
成

基
準
等
を
含
め
、
取
り
組
み
強
化
を

図
り
た
い
。

質 問 項 目

予
算
編
成
の
基
礎
事
業
費
算
出
ベ
ー
ス
は

重
点
施
策
へ
の
重
点
的
・
優
先
的
配
分

斉 藤 　 謙 議員

① 桑折町ホームページ作成に関

して

②予算編成方針に関して

③除染事業に関して

―　情報の即時性　―
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問　

町
民
の
た
め
の
教
育
・
学
術
そ

し
て
文
化
に
あ
ふ
れ
る
機
会
を
企
画

し
、
地
域
づ
く
り
へ
貢
献
す
る
役
割

の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
５
点
を
伺
う
。

⑴ 

閉
鎖
か
ら
８
ヶ
月
、
中
央
公
民
館

と
し
て
の
役
割
は
大
丈
夫
か
。

⑵ 

施
設
は
解
体
な
の
か
改
修
な
の
か
。

⑶ 

今
後
の
体
育
施
設
新
築
の
計
画
は
。

⑷ 

早
急
に
図
書
設
備
を
進
め
る
べ
き
。

⑸ 

中
央
公
民
館
長
を
独
立
さ
せ
て
は
。

答　

教
育
長　

⑴
機
能
は
桑
折
公
民

館
で
各
地
区
公
民
館
や
利
用
団
体
等

と
連
携
を
図
り
進
め
て
い
る
の
で
支

障
は
な
い
。
⑵
町
部
局
よ
り
再
検
討

の
要
請
後
、
教
育
委
員
会
、
社
会
教

育
委
員
会
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
い
、

１
月
に
は
最
終
決
定
を
し
た
い
。
⑶

体
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
当

面
学
校
教
育
施
設
と
第
２
体
育
館
等

を
有
効
活
用
し
対
応
す
る
た
め
、
新

築
の
計
画
は
な
い
。

答　

町
長　

⑷
教
育
委
員
会
か
ら
代

替
施
設
を
設
置
し
開
館
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
多
方

面
か
ら
検
討
し
た
い
。
⑸
職
務
遂
行

上
、
生
涯
学
習
推
進
担
当
課
長
の
兼

任
が
望
ま
し
い
。

障
が
い
を
も
つ
者（
児
）

へ
の
対
応
は

関
係
機
関
・
団
体
と

協
議
し
進
め
る

問　

復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
第
２

章〝
み
ん
な
で
支
え
る
健
康
で
人
に

優
し
い
町
〞
の
地
域
福
祉
か
ら
４
点

伺
う
。

⑴ 「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
書
へ
の
回
答
は
。

⑵ 

気
兼
ね
な
く
自
由
に
使
え
る
集
会

所
を
設
置
す
る
考
え
は
。

⑶ 

福
祉
教
育
の
現
状
と
対
策
は
。

⑷ 

食
品
添
加
物
が
脳
に
与
え
る
影
響

へ
の
因
果
関
係
は
。

答　

町
長　

⑴
要
望
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
、
団
体
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
、
災
害
時
の
避
難
所

は〝
や
す
ら
ぎ
園
〞
を
専
用
に
す
る
。

⑵
承
知
し
て
い
る
の
で
支
援
の
あ
り

方
を
含
め
関
係
者
等
と
協
議
し
て
い

く
。

答　

教
育
長　

⑶
各
校
に
お
い
て
、

福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

る
。
福
祉
の
心
を
育
て
る
。
福
祉
の

実
践
意
欲
を
向
上
さ
せ
態
度
を
身
に

付
け
さ
せ
る
３
つ
の
視
点
か
ら
取
り

組
み
概
ね
達
成
し
て
い
る
。
⑷
で
き

る
だ
け
取
り
込
ま
な
い
よ
う
消
費
者

自
身
が
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

―　待たれる方向性　―

３
・
11
震
災
の

〝
記
録
誌
〞
の
進
捗
は

町
制
施
行
60
周
年
に
発
刊

問　

未
曾
有
の
大
震
災
を
記
録
し
、

後
世
に
残
す
こ
と
が
体
験
し
た
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
も
あ
る
。

ま
た
将
来
の
活
用
法
も
伺
う
。

答　

町
長　

平
成
27
年
の
町
制
施
行

60
周
年
記
念
事
業
に
合
わ
せ
発
刊
す

る
。
作
成
委
員
会
の
設
置
、
震
災
当

時
の
写
真
収
集
。
住
民
か
ら
の
証
言
。

原
発
事
故
に
よ
る
住
民
へ
の
健
康
不

安
や
農
作
物
等
の
風
評
被
害
の
収
集
。

復
興
へ
の
活
動
状
況
等
を
収
集
し
作

成
す
る
。
活
用
は
記
録
の
継
承
や
自

主
防
災
対
策
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

不
妊
治
療
費
を

補
助
す
る
考
え
は

近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査
、

検
討
す
る

問　

治
療
に
は
多
額
の
費
用
と
期
間

が
か
か
る
。
２
市
１
村
が
現
在
実
施

し
て
い
る
。「
子
育
て
の
町
こ
お
り
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
本
町
に
あ
っ
て
は
、

大
き
な〝
未
来
へ
の
投
資
〞
と
考
え

る
が
。

答　

町
長　

県
が「
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
状

況
等
を
調
査
し
て
検
討
す
る
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

質 問 項 目

ど
う
す
る
中
央
公
民
館
、
改
修
か
解
体
か

一
月
に
最
終
決
定
を
す
る

川 名 静 子 議員

① 中央公民館の方向性について

② 障がい者（児）への対応につ

いて

③ 震災時の〝記録誌〟の進捗状

況は

④ 不妊治療費に対しての補助す

る考えは

問　

国
民
健
康
保
険
証
は
普
通
郵
便

で
現
在
配
送
だ
が
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
に
準
じ
る
身
分
証
明
と
し
て

非
常
に
重
要
な
も
の
だ
。
郵
便
制
度

の
信
頼
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
る

も
の
と
は
い
え
、
危
険
性
は「
無
き

に
し
も
非あ
ら

ず
」。
国
見
町
は
す
で
に
、

簡
易
書
留
で
配
布
を
し
て
い
る
。
約

3
，
5
0
0
件
の
膨
大
な
数
の
被
保

険
者
証
な
ど
を
迅
速
、
正
確
に
届
け

る
手
段
と
し
て
は
、
経
費
・
効
率
面

を
考
慮
す
れ
ば
適
切
な
方
法
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

現
在
の
配
達
方
法
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

⑵ 

配
達
記
録
や
簡
易
書
留
で
の
郵
送

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑶ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
を
推
進

し
保
健
協
力
員
の
方
に
配
布
依
頼

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
依

頼
に
あ
た
っ
て
は
現
在
の
報
償
Ｕ

Ｐ
の
検
討
も
す
べ
き
だ
。

答　

町
長　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
も
郵
送
に
よ
る
交
付
が
適

切
だ
。
保
健
協
力
員
に
配
布
依
頼
は

考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
証
配
布
制
度
の

見
直
し
を

法
令
順
守
だ

問　

介
護
保
険
証
も
国
民
健
康
保
険

証
同
様
に
普
通
郵
便
で
郵
送
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
保
険
証
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
方
が
、

認
定
結
果
と
利
用
の
有
効
期
間
が
書

き
込
ま
れ
て
初
め
て
効
力
を
発
す
る
。

制
定
か
ら
12
年
、
国
の
制
度
で
は
あ

る
が
現
状
を
見
直
す
時
期
と
考
え
る
。

除
染
対
策
と
同
様
に
地
方
の
声
を
国

政
に
一
石
を
投
じ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。
ま
た
、
身

分
に
係
わ
る
も
の
等
重
要
文
書
の
取

扱
い
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答　

町
長　

介
護
保
険
証
配
布
は
法

令
順
守
で
あ
る
。
ま
た
、
公
文
書
は

町
文
書
規
定
に
お
い
て
郵
便
に
よ
り

行
う
も
の
と
定
め
て
い
る
。
今
後
、

公
文
書
と
は
言
え
町
民
の
立
場
で
配

慮
し
て
い
く
。

甲
状
腺
検
査
結
果
と

今
後
の
対
策
は

専
門
的
な
見
知
と
追
跡
を

問　

県
が
実
施
し
て
い
る
甲
状
腺
検

査
が
桑
折
町
で
も
実
施
さ
れ
た
。
震

災
発
生
時
に
０
〜
18
歳
だ
っ
た
人
を

対
象
小
中
学
生
は
各
学
校
、
小
中
学

生
以
外
は
や
す
ら
ぎ
園
で
の
実
施
と

な
っ
た
。
こ
の
検
査
の
結
果
と
今
後

に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

検
査
日
に
行
け
な
か
っ
た
対
象
者

の
他
地
域
で
の
検
査
に
要
す
る
交

通
費
等
を
補
助
す
る
考
え
は
な
い

か
。

⑵ 

ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
数
値
の
現
況
と
課

題
、
そ
の
対
応
策
は
。

答　

町
長　

県
の
事
業
で
あ
る
が
検

討
中
だ
。
年
間
線
量
限
度
を
上
回
っ

て
い
る
方
も
い
る
が
、
健
康
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な
積
算
線
量
で
は
な

い
と
す
る
専
門
的
な
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

防
災
訓
練
の
検
証
と

要
援
護
者
避
難
体
制
の
課
題
は

避
難
体
制
の
構
築
や

福
祉
施
設
と
の
連
携
を

問　

睦
合
地
区
防
災
訓
練
の
検
証
結

果
と
課
題
を
伺
う
。

　

又
、
県
は
26
年
度
ま
で
に
全
市
町

村
に
対
し
福
祉
避
難
所
拡
充
開
設
目

標
を
県
保
健
医
療
福
祉
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
示
し
た
が
、
本
町
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

答　

町
長　

防
災
無
線
が
極
め
て
有

効
と
確
認
し
た
。
更
に
充
実
、
活
用

し
て
い
き
た
い
。
福
祉
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
や
す
ら
ぎ
園
を
核
と
し
、

町
内
福
祉
施
設
と
協
定
し
分
散
避
難

を
し
た
い
。

―　訓練風景　―

質 問 項 目

保
険
証
配
布
は
書
留
に

普
通
郵
便
交
付
が
適
切
だ

羽根田八千代 議員

① 国民健康保険証配布システム

事業について

② 介護保険証配布システム事業

について

③ 公文書の取扱いについて

④ 甲状腺検査の結果と今後の対

策について

⑤ 防災訓練の検証と今後の課題

について
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問　

震
災
後
１
年
９
ヶ
月
、
町
の
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

除
染
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
課
題

と
対
応
は
。

⑵ 

伊
達
崎
地
区
の
除
染
実
施
を
今
後

に
ど
う
活
か
す
か
。

⑶ 

郡
役
所
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
時

期
を
町
民
へ
示
す
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

⑷ 

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
ど
う
進

捗
さ
せ
て
い
る
か
。

答　

町
長　

⑴
仮
置
場
の
見
通
し
が

つ
い
た
町
内
会
か
ら
先
行
除
染
。
⑵

予
想
以
上
の
除
染
土
砂
等
の
発
生
、

減
量
化
対
策
。
⑶
中
央
公
民
館
の
方

向
性
は
１
月
に
決
定
。
種
徳
美
術
館

25
年
４
月
に
復
旧
予
定
。
郡
役
所
25

年
度
末
。
⑷
創
造
プ
ラ
ン
に
示
し
て

い
る
と
お
り
。

―　まもなくオープン　―

公
営
住
宅
建
設
、

宅
地
分
譲
計
画
は

健
全
財
政
の
た
め
の

公
有
地
処
分

問　

現
在
進
め
て
い
る
災
害
公
営
住

宅
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴ 

完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

⑵ 

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
を
持
つ
の
か
。

⑶ 

公
営
住
宅
の
建
設
は
蚕
糸
跡
地
の

利
活
用
に
対
し
、
何
が
重
要
課
題

と
な
る
の
か
。

⑷ 

公
共
の
電
源
確
保
に
住
宅
の
屋
根

ス
ペ
ー
ス
の
利
用
は
可
能
か
。

答　

町
長　

⑴
25
年
度
に
着
手
、
26

年
10
月
頃
完
成
予
定
⑵
建
設
全
般
を

買
取
方
式
で
委
託
。
⑶
公
園
整
備
以

外
は
、
災
害
公
営
住
宅
、
宅
地
分
譲

は
健
全
財
政
を
目
指
す
た
め
の
公
有

地
処
分
と
し
て
の
位
置
づ
け
。
⑷
公

共
の
た
め
の
利
用
に
つ
い
て
は
検
討
。

※ 　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
は
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
愛
称
。

都
市
基
盤
整
備
公
団
と
地
域
振
興

整
備
公
団
の
地
方
都
市
開
発
整
備

部
門
が
２
０
０
４
年
７
月
１
日
に

統
合
さ
れ
、
設
立
さ
れ
た
。

　

 　

主
な
活
動
は
、
都
市
再
生
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
、
震
災
等
の
復
興
支

援
事
業
、
都
市
部
の
防
災
機
能
の

強
化
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

質 問 項 目

今
後
の
住
宅
除
染
の
課
題
と
対
応

仮
置
き
場
確
保
と
住
宅
先
行
除
染
の
実
施

佐 藤 武 朗 議員

① 町の復旧・復興の進捗状況に

ついて

② 現在進められている災害公営

住宅について

質 問 項 目

町
民
会
議
の
今
後
の
活
動
は

「
収
束
宣
言
」
の
撤
回
を
求
め
て
ゆ
く

岩 﨑 久 男 議員

① 子ども達の健康管理について

② 放射能対策町民会議の今後の

活動について

③ 「原発ゼロを求める町宣言」

について

④仮置場確保対策について

⑤災害公営住宅建設の進捗は

⑥ＴＰＰ交渉参加について

問 　

⑴
10
月
26
日
の
政
府
・
東
電
と

の
直
接
交
渉
を
行
っ
て
の
所
見
を

伺
う
。

⑵ 

野
田
総
理
の「
収
束
宣
言
」
に
よ

り
原
発
事
故
の
風
化
が
進
み
つ
つ

あ
る
と
の
見
方
が
広
ま
っ
て
い
る
。

被
災
自
治
体
の
長
、
並
び
に
町
民

会
議
と
し
て
政
府
に
対
し
撤
回
を

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

答　

町
長　

東
電
・
政
府
の
担
当
者

に
出
席
い
た
だ
き
、
直
接
交
渉
を

行
っ
た
が
、
そ
の
回
答
内
容
は
到
底

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

今
後
と
も
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
納

得
で
き
る
回
答
を
得
る
ま
で
交
渉
を

進
め
て
ゆ
く
。
⑵
原
子
炉
の
内
部
に

近
づ
く
こ
と
さ
え
で
き
ず
、
多
く
の

避
難
者
が
帰
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い

実
態
が「
収
束
」と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

仮
置
き
場
確
保
対
策
は

大
規
模
仮
置
場

「
約
５
・
９　

」確
保

問 　

⑴
仮
置
場
の
確
保
状
況
を
伺
う
。

ま
た
、
大
中
小
の
仮
置
場
数
及
び

対
象
世
帯
の
何
％
の
処
理
が
可
能

と
な
る
か
伺
う
。

⑵ 

伊
達
崎
地
区
大
割
東
の
仮
置
場
の

供
用
開
始
に
向
け
た
関
係
地
区
と

の
話
し
合
い
の
進
展
状
況
と
対
策

を
伺
う
。

答　

町
長　

⑴
仮
置
場
の
確
保
状
況

は
20
か
所
確
保
、
住
宅
除
染
予
定
世

帯
数
3
，
8
0
0
世
帯
に
対
し
25
％

程
度
の
処
理
が
可
能
と
見
込
ん
で
い

る
。
⑵
県
や
環
境
省
と
協
議
し
な
が

ら
仮
置
場
の
設
置
工
事
を
行
っ
て
き

た
が
、
向
川
原
住
民
か
ら
廃
棄
物
処

理
法
の
適
用
に
つ
い
て
再
検
討
す
る

よ
う
申
入
が
あ
り
、
許
認
可
権
限
の

あ
る
県
が
再
検
討
し
、
現
在
、
事
後

届
出
を
提
出
し
県
北
地
方
振
興
局
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
建
設
の

進
捗
は

蚕
糸
跡
地
１
・
４
ha
に

47
戸
建
設
予
定

問 　

⑴
第
３
回
目
の
国
に
よ
る
直
轄

調
査（
11
月
27
日
）の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

⑵ 

災
害
公
営
住
宅
は
、
木
造
２
階

建
て
61
戸
と
ガ
レ
ー
ジ
付
47
戸
に

つ
い
て
、
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

討
議
を
重
ね
て
き
た
が
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
決
定
を
し
た
の
か

伺
う
。

答　

町
長　

⑴
第
３
回
直
轄
調
査
の

内
容
は
、
整
備
戸
数
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
、
建
築
基
準
法
の
一
団

地
の
認
定
、
整
備
施
設
ご
と
の
補
助

採
択
要
件
等
で
あ
る
。
⑵
町
の
方
針

と
し
て
は
、
国
の
滅
失
査
定
で
の
建

築
限
度
戸
数
61
戸
を
予
定
し
、
蚕
糸

跡
地
1
・
４
ha
で
完
結
し
た
い
と
考

え
て
い
た
が
、
議
会
の
意
向
を
尊
重

し
47
戸
の
ガ
レ
ー
ジ
付
チ
ェ
ー
ン
ハ

ウ
ス
方
式
で
進
め
て
い
き
た
い
。

健
康
管
理
手
帳
の交

付
は

町
独
自
に
全
町
民
の
方
に

交
付
す
る
予
定

問 　

⑴
震
災
時
18
歳
以
下
の
子
ど
も

の
甲
状
腺
検
査
結
果
を
伺
う
。

⑵ 

健
康
管
理
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

町
長　

⑴
甲
状
腺
検
査
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
11
月
下
旬
に
、
保
護

者
の
皆
様
に
、
直
接
郵
送
さ
れ
て
い

る
。
⑵
県
で
は
原
発
事
故
を
踏
ま
え
、

県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康
管
理
に

役
立
つ
よ
う
、
様
々
な
調
査
や
検
査

結
果
を
ま
と
め
て
記
録
、
保
存
で
き

る
よ
う
に
し
た
。「
健
康
管
理
フ
ァ

イ
ル
」
を
平
成
23
年
度
か
ら
順
次
交

付
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
県

民
調
査
の
結
果
が
得
ら
れ
た
方
に
対

し
て
配
布
予
定
。
最
終
年
度
が
示
さ

れ
て
い
な
い
中
に
あ
っ
て
、
検
査
記

録
や
記
憶
を
留
め
て
お
く
た
め
、
町

独
自
に
、
全
町
民
の
方
に
交
付
す
る

予
定
。

―　仮置場　―

　
　
　
　
　
　
　

ha
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問　

桑
折
町
の
避
難
者
を
ど
の
様
に

掌
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

仮
置
場
の
設
置
が
風
評
被
害
を
生

み
出
す
と
の
論
に
対
し
て
は
、
す
み

や
か
な
除
染
に
よ
り
避
難
者
が
戻
れ

る
状
況
を
つ
く
っ
て
こ
そ
、
風
評
被

害
を
克
服
で
き
る
と
の
考
え
に
立
っ

て
、
理
解
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

町
長　

お
質
し
の
と
お
り
で
あ

る
。
町
と
し
て
は
県
外
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
々
が
、
一
日
で
も
早
く

戻
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
ま
た
住
民
の

方
が
、
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う

す
み
や
か
、
か
つ
、
徹
底
し
た
除
染

を
行
っ
て
い
く
。

精
神
的
損
害
直
接
請
求

へ
の
見
解
は

同
被
害
者
と
し
て

共
感
を
覚
え
る

問　

県
北
地
域
等
に
お
い
て「
原
発

事
故
に
よ
る
精
神
的
損
害
等
賠
償
」

へ
の
直
接
請
求
運
動
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の「
桑
折
町
の
会
」も
結
成
さ
れ
た
。

被
災
自
治
体
の
長
と
し
て
こ
れ
に
賛

同
の
意
を
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

本
町
に
あ
っ
て
は
、
桑

折
町
放
射
能
対
策
推
進
町
民
会
議
を

通
し
て
、
原
発
事
故
に
よ
る
損
害
へ

の
全
面
賠
償
を
強
く
求
め
て
い
る
が
、

同
じ
被
害
者
と
し
て
同
様
の
活
動
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

共
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

―　窓口開設　―

住
宅
耐
震
助
成
制
度
の

創
設
を

先
進
事
例
を
研
究
し検

討
す
る

問　

耐
震
診
断
公
募
の
結
果
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
申
し
込
み
が
少
な
い

原
因
は
、
町
民
が
耐
震
補
強
工
事
費

用
の
捻
出
に
苦
労
し
て
い
る
た
め
で

は
な
い
か
。
今
後
は
耐
震
補
強
工
事

助
成
制
度
創
設
が
課
題
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

５
戸
に
対
し
２
戸
で

あ
っ
た
。
申
し
込
み
に
至
ら
な
い
要

因
の
ひ
と
つ
は
、
議
員
お
質
し
の
通

り
と
認
識
し
て
い
る
。
先
進
事
例
を

調
査
研
究
の
う
え
助
成
制
度
を
検
討

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
部
損
壊
の

中
央
公
民
館
対
策
は

１
月
に
方
針
を
決
定
す
る

問　

大
震
災
で
一
部
損
壊
に
至
っ
た

中
央
公
民
館
対
策
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
を
伺
う
。
ま
た
公
民
館
運
営
審

議
会
の
復
活
を
提
言
し
て
い
る
が
、

検
討
は
進
ん
で
い
る
か
ど
う
か
伺
う
。

答　

教
育
長　

12
月
４
日
の
教
育
委

員
会
で
、
図
書
機
能
を
中
央
公
民
館

の
解
体
、
改
修
と
は
切
り
離
し
、
代

替
え
の
場
所
を
確
保
の
う
え
開
館
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
12
月
13
日

に
は
社
会
教
育
委
員
の
会
を
開
催
し
、

中
央
公
民
館
の
方
向
性
に
つ
い
て
意

見
を
聴
取
し
た
。
最
終
的
に
は
１
月

開
催
の
教
育
委
員
会
で
方
針
を
決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
公
民
館
運
営
審

議
会
は
平
成
25
年
度
設
置
を
め
ざ
し

条
例
等
の
整
備
を
行
う
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

質 問 項 目

除
染
と
仮
置
場
の
進
捗
は

徹
底
除
染
で
避
難
者
帰
還
促
進
を

斎 藤 松 夫 議員

① すみやかな除染と仮置場の確

保について

② 原発事故による損害への完全

賠償請求運動について

③ 防災の町づくりのための住宅

耐震対策の推進について

④ 町中央公民館のあり方につい

て

⑤ 地域経済及び福島復興の妨げ

となる消費税増税について

30　
　
　

問　

今
後
の
宅
地
除
染
計
画
と
仮
置

場
設
置
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴ 

仮
置
場
決
定
場
所
の
工
事
は
。

⑵ 

仮
置
場
工
事
発
注
後
の
工
期
は
。

⑶ 

宅
地
除
染
作
業
の
計
画
は
。

⑷ 

除
染
作
業
員
の
確
保
は
。

⑸ 

町
全
戸
の
宅
地
除
染
の
完
了
時
期

は
。

⑹ 

仮
置
場
説
明
会
開
催
回
数
と
説
明

者
は
。

答　

町
長　

⑴
測
量
設
計
が
済
み
次

第
発
注
す
る
が
、
資
材
不
足
で
遅
れ

て
い
る
。
⑵
工
事
価
格
で
工
事
日
数

を
定
め
て
い
る
。
2
，
0
0
0
万
円

で
１
７
０
日
。
⑶
仮
置
場
決
定
地
区

は
自
宅
敷
地
内
に
仮
々
置
場
の
承
諾

が
あ
れ
ば
先
行
除
染
を
発
注
す
る
。

仮
置
場
面
積
は
一
町
内
会
の
除
染
物

が
入
る
規
模
。
⑷
地
元
発
注
業
者
は

６
社
で
現
場
管
理
者
が
必
要
。
地
元

業
者
だ
け
で
は
町
内
全
域
除
染
は
困

難
、
ゼ
ネ
コ
ン
業
者
も
視
野
に
入
れ

る
。
⑸
25
年
度
中
目
指
す
。
⑹
72
回

開
催
し
原
発
事
故
対
策
室
と
担
当
者

の
み
が
主
に
説
明
。

道
路
修
繕
と

冬
場
の
安
全
対
策
は

早
期
の
修
繕
と

事
故
防
止
看
板
設
置

問　

震
災
以
来
、
県
道
や
町
道
に
段

差
が
発
生
し
車
両
通
行
に
も
危
険
を

感
じ
る
。
通
学
路
で
も
あ
り
冬
期
に

向
け
早
急
な
修
繕
又
は
安
全
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

⑴ 

本
町
、
北
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
部
の

段
差
が
見
ら
れ
る
が
対
応
は
。

⑵ 

町
道
２
１
１
号
線
の
補
修
工
事
は
。

⑶ 

冬
期
の
事
故
防
止
安
全
確
保
は
。―　除染後の測定　―

答　

町
長　

⑴
県
道
維
持
管
理
は
保

原
土
木
事
務
所
に
対
応
を
願
っ
て
い

る
。
⑵
町
道
が
地
震
の
影
響
に
よ
り
、

傷
ん
で
い
る
事
は
把
握
し
て
い
る
。

危
険
個
所
は
早
急
に
対
応
す
る
。
⑶

町
道
の
危
険
個
所
点
検
は
随
時
行
っ

て
お
り
事
故
防
止
啓
発
用
看
板
設
置

や
滑
り
止
め
用
の
砂
を
置
き
対
応
す

る
。

災
害
社
公
営
住
宅
の

年
後
は

町
営
住
宅
と
し
て

活
用
す
る

問 　

⑴
広
報
こ
お
り
10
月
号
公
営
住

宅
の
図
は
町
民
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
示
し
た
と
理
解
し
て
良
い

か
。

⑵
記
事
の
反
響
は
。

⑶
30
年
後
の
活
用
は
。

⑷ 

駅
前
公
有
地
利
活
用
計
画
は
醸
中

跡
地
含
め
一
体
で
町
民
に
問
う
べ

き
と
思
う
が
。

⑸ 

災
害
公
営
住
宅
を
醸
中
跡
地
へ
建

設
す
る
こ
と
の
検
討
余
地
は
。

答　

町
長　

⑴
今
後
事
業
全
体
の
デ

ザ
イ
ン
を
示
す
。
⑵
人
口
増
等
を
推

進
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。
⑶
町
営
住

宅
。
⑷
時
期
を
見
て
広
報
広
聴
に
努

め
る
。
⑸
１
月
に
は
、
復
興
交
付
金

の
申
請
を
す
る
の
で
、
再
考
の
余
地

は
な
い
。

質 問 項 目

町
全
戸
の
宅
地
除
染
終
了
時
期
は

25
年
度
中
に
完
了
を
目
指
す

片 平 秀 雄 議員

① 宅地除染計画と仮置場設置工

事について

② 安全確保の為の道路修繕工事

について

③ 蚕糸跡地への災害公営住宅設

置について
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単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調 停 額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分担金・負担金 1,444,300 1,444,300 1,444,300 0 議会費 1,260 946 314 314

使用料・手数料 1,323 1,624 1,624 △ 301 総務費 101,173 98,233 2,940 2,940

国庫支出金 35,709 35,858 35,858 △ 149 消防費 1,465,361 1,453,712 11,649 11,649

財 産 収 入 30 88 88 △ 58 公債費 13,034 13,033 1 1

寄　附　金 1 0 0 1 予備費 3,848 0 3,848 3,848

繰　入　金 30,933 30,933 30,933 0

繰　越　金 27,646 27,647 27,647 △ 1

諸　収　入 19,980 20,817 20,817 △ 837

組　合　債 23,400 23,400 23,400 0

県 支 出 金 1,354 1,348 1,348 6

合　計 1,584,676 1,586,016 1,586,016 △ 1,400 合　計 1,584,676 1,565,924 18,752 18,752

歳入歳出差引額 20,091 千円、千円未満四捨五入。

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分賦金 51,298 51,298 51,298 0 議会費 521 510 10 10

財政収入 2 3 3 0 総務費 52,747 52,572 175 175

繰入金 1,796 1,796 1,796 0 予備費 327 54 327 327

繰越金 447 448 448 0

諸収入 52 57 57 5

合　計 53,595 53,601 53,601 6 合　計 53,595 53,083 511 511

歳入歳出差引額 518 千円、千円未満四捨五入

ごみ処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　入 歳　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 632,515 635,179 635,179 2,664 衛生費 1,313,773 1,306,392 7,381 7,381

使用料・手数料 122,210 124,107 124,107 1,897 基金費 24,742 24,740 2 2

国庫支出金 312,649 312,660 312,660 11 公債費 208,453 208,452 0 0

財 産 収 入 50,821 55,893 55,893 5,072 予備費 2,765 0 2,765 2,765

繰　入　金 35,223 35,223 35,223 0

繰　越　金 29,197 29,197 29,197 0

諸　収　入 10,418 10,685 10,685 267

組　合　債 356,700 356,700 356,700 0

合　計 1,549,733 1,559,643 1,559,644 9,910 合　計 1,549,733 1,539,584 10,148 10,148

し尿処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　入 歳　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 223,204 223,452 223,452 248 衛生費 142,902 142,266 636 636

使用料・手数料 1 1 1 0 基金費 38,819 38,818 1 1

国庫支出金 1,496 1,496 1,496 0 公債費 74,086 74,085 1 1

財 産 収 入 81 82 82 0 予備費 401 0 401 401

繰　入　金 28,188 28,188 28,188 0

繰　越　金 2,565 2,565 2,565 0

諸　収　入 673 684 684 11

合　計 256,208 256,468 256,468 260 合　計 256,208 256,168 1,039 1,039

【伊達地方衛生処理組合】

【概要説明】…各部門の決算状況は以下の表の通りです。

　　「一般会計」　 歳入総額53,601千円、歳出総額53,083千円、差引額518千円。当該年度の形式的収支は

518千円の黒字となり、全額を翌年度へ繰越となった。なお、実質収支から前年度の実質

収支を差引いた単年度収支では71千円の黒字となった。

　　「し尿処理」　 歳入総額256,468千円、歳出総額255,168千円、差引額1,299千円。当該年度の形式的収

支は1,299千円の黒字となり、全額を翌年度へ繰越となった。なお、実質収支から前年度

の実質収支を差引いた単年度収支では1,266千円の赤字となった。

　　「ごみ処理」　 歳入総額1,559,643千円、歳出総額1,539,584千円、差引額20,058千円。当該年度の形式

的収支は20,058千円の黒字となり、全額を翌年度へ繰越となった。なお、実質収支から

前年度の実質収支を差引いた単年度収支では10,644千円の黒字となった。

【公立藤田病院組合】

【概要説明】…決算状況は以下の表の通りです。

　平成23年度は10年振りに黒字計上ができた。また、かねてより要望の多かった透析センターの増設やよ

り収入増を図るべく回復期リハビリ病床を亜急性病床に届出変更する等、積極的な経営努力が結果に繋がっ

たものと思われる。

　　「収益的収入」 では、総収益が対前年度比7.1％増、60億2千557万2千円となった。総費用は1.3％増、

57億4,561万5千円となり、収支差引2億7,995万円7千円の純利益となり10年振りの単年

度黒字を計上することができた。因って、前年度より3億,2990万2千円の改善が図られた。

　　「資本的収支」 では、歳入額は構成市町（桑折町・国見町・伊達市）からの出資金1億7,884万8千円、医療

機器整備の国庫補助金262万5千円の合計1億8,047万3千円。歳出額は医療機器購入費の

建築改良費1億3,629万9千円、企業償還金4億1,492万1千円となった。この収支差引不足

額3億6,974万円は過年度分損益留保資金で補填した。

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

病院事業収益 5,642,883 349,162 5,992,045 6,039,154 47,109 資本的収入 180,358 1,115 181,473 181,473 0

医 業 収 益 5,274,450 343,850 5,618,300 5,630,714 12,414 出　資　金 180,357 △ 1,509 178,848 178,848 0

医業外収益 368,443 5,312 373,745 408,440 34,695 国（県）補助金 1 2,624 2,625 2,625 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

病院事業費用 5,839,866 △ 68,465 5,771,401 5,744,029 27,372 資本的支出 554,922 0 554,922 551,220 3,702

医 業 費 用 5,684,326 △ 60,000 5,624,326 5,607,339 16,987 建設改良費 140,000 0 140,000 136,299 3,701

医業外費用 145,257 △ 3,465 141,792 131,324 10,468 企業債償還金 414,922 0 414,922 414,921 1

病院組合費 2,783 0 2,783 2,295 488

特 別 損 失 2,500 0 2,500 3,071 △ 571

予　備　費 5,000 △ 5,000 0 0 0

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 369,747 円は、過年度分損益勘定留保資金で補填した。千円未満は四捨五入。

【伊達地方消防組合】

【概要説明】…決算状況は以下の表の通りです。

　歳入総額1,586,015千円、歳出総額1,565,924千円、差引額20,091千円となった。主な歳入は分担金・負

担金で14億4,300万円、国庫支出金3,585万円となった。

　なお、分担金・負担金は前年度同額、うち桑折町分担金は1億6,592万円となった。

　主な歳出は議会費94万円、前年度比同額、総務費9,823万円、前年度比46.1％増、消防費14億5,371万円、

前年度比2.01％増、公債費1,303万円、前年度比98.3％となった。
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意　見　書

議会活動状況報告書　平成24年９月定例会以降

年 月 日 活　動　状　況

24 9 18 全員協議会

定例会本会議

19 全員協議会

定例会本会議

20 全員協議会

定例会本会議

震災復興調査特別委員会

常任委員会

21 全員協議会

定例会本会議

24 全員協議会

定例会本会議

26 全員協議会

定例会本会議

28 全員協議会

定例会本会議

議会運営委員会

10 2 公立藤田病院組合議会全員協議会

公立藤田病院組合議会定例会

3 町村監査委員全国研修

4 町村監査委員全国研修

5 広報委員会

全員協議会

9 広報委員会

12 全員協議会

産業建設水道常任委員会

15 広報委員会

年 月 日 活　動　状　況

16 議会運営委員会

17 広報委員会

22 町村議会議員研修会

24 第 16 回震災復興調査特別委員会

広報委員会

全員協議会

25 例月出納検査

30 伊達地方消防組合議会全員協議会

伊達地方消防組合議会

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会

伊達地方衛生処理組合議会定例会

11 7 議会運営委員会

全員協議会

第 11 回臨時会

9 広報委員会視察研修

13 産業建設水道常任委員会

14 町村議会議長全国大会

16 第 17 回震災復興調査特別委員会

広報委員会

21 産業建設水道常任委員会

22 議会運営委員会

全員協議会

26 例月出納調検査

27 伊達地方衛生処理組合議会先進地調査

28 伊達地方衛生処理組合議会先進地調査

12 3 議会運営委員会

自主的避難区域における精神的損害賠償等に関する意見書

　本町議会は去る９月 28日提出の意見書において、一つ、東京電力が被害の実態に見合った補償を行うよ

う中間指針を見直すこと。二つ、自主的避難区域への精神的損害補償等は全住民を対象とし、放射能拡散や

将来不安が完全になくなるまで行うこと。三つ、東京電力が被害者の立場に立って補償にあたるよう強く指

導することなどを求めたところである。

　しかるに 12月 5日、東京電力が示した補償内容は、精神的損害等補償に８万円（妊婦・子ども）、追加的

費用等賠償に４万円（住民１人当たり）というもので、我々の要求にはほど遠いものである。もし東京電力

がこれをもって賠償打ち切りとするならば断じて容認できない。

　よって本町議会としては、政府の責任において東京電力の誠意のない態度を改めさせると共に、損害補償

の指針たる中間指針等の見直し、若しくは第３次指針の作成に、即刻、着手されるよう強く求めるものである。

　以上、地方自治法第 99条に基づき意見書を提出する。

平成 24年 12月 20 日

内閣総理大臣　　経済産業大臣　　環境大臣　　文部科学大臣　　復興大臣　宛

福島県伊達郡桑折町議会

桑折町の一部事務組合への負担金内訳

【公立藤田病院】

金　額

特別負担金 52,000

通常負担金 16,300

計 68,300

【伊達地方消防組合】

金　額

分担金 165,925

【伊達地方衛生処理組合】

一般会計 ごみ処理 し尿処理 合　計

分賦金 5,873 44,551 18,875 69,299

単位：千円

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

水道用水供給事業 3,741,127 56,884 3,798,011 3,811,148 13,137 資本的収入 2,552 313,766 316,318 316,319 1

営 業 収 益 3,738,586 6,447 3,745,033 3,750,312 5,279 固定資産売却代金 2,552 0 2,552 2,552 0

営業外収益 2,541 50,437 52,978 60,836 7,858 その他資本的収入 0 313,766 313,766 313,767 1

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

水道用水供給事業 3,879,322 181,861 4,061,183 3,894,487 166,696 資本的支出 1,724,891 313,765 2,038,656 2,017,279 21,377

営 業 費 用 3,081,893 35,073 3,113,822 2,974,597 166,696 建設改良費 150,180 0 150,180 129,971 20,209

営業外費用 793,864 2 797,010 797,010 0 企業債償還金 1,574,611 42,000 1,616,611 1,615,544 1,067

特 別 損 失 3,465 146,786 150,251 122,900 27,351 予　備　費 100 0 100 0 100

予　備　費 100 0 100 0 100 出資金返還金 0 84,008 84,008 84,008 0

国庫補助金返還金 0 156,884 156,884 156,883 1

県補助金返還金 0 30,873 30,873 30,873 0

資本的収入額が資本的支出額に不足する額1,700,960千円は、過年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額1,975千円、
及び損益勘定留保資金 1,698,985 千円で補填した。千円未満四捨五入。

【福島地方水道用水供給企業団】

【概要説明】…決算状況は以下の通りです。

　財政状況は、収益的収支で水道用水供給事業収益36億3,256万円に対し、水道用水供給事業費用37億2,243

万円、収支差引き額8,987万円が当年度純損益となり、前年度繰越欠損金14億5,993万円を加えた15億4,980

万円は未処理欠損金として翌年度に繰越となった。

　資本的収支は、資本的収入3億1,631万円に対し、資本的支出は20億1,727万円となり、資本的収入額が

資本的支出額に不足する額17億96万円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額197万円及び

過年度分損益勘定留保金16億9,898万円で補填したものです。
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一丸となって、震災前以上の桑折町を目指してま

いりましょう。

　研修の成果を今後の誌面づくりに反映させてい
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不
妊
に
対
す
る
助
成
制
度
は
、
町
と
し
て
も
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

・ 

議
場
の
室
温
が
す
こ
し
熱
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
エ
コ
に
配
慮
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

・ 
議
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
か
わ
っ
て
お
り
、
傍
聴
席
か
ら
議
員
さ
ん
の
表
情
も

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。

・ 

は
じ
め
て
の
議
会
傍
聴
だ
っ
た
が
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。
も
っ
と
質
問

す
る
方
も
調
査
や
勉
強
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・ 

内
容
が
う
す
い
。

・ 

放
射
性
物
質
の
健
康
被
害
調
査
は
、
県
事
業
ば
か
り
で
な
く
、
町
の
独
自
事

業
と
し
て
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
た
。
町
の
施
策
と
し
て
行
う
予
定

が
あ
る
の
か
聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
。

・ 

県
事
業
や
、
国
に
保
険
制
度
に
対
し
て
の
質
問
で
は
な
く
、
町
の
施
策
に
つ

い
て
、
議
論
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

・ 

議
員
と
職
員
の
間
で
、
議
会
中
で
な
く
事
前
に
話
し
合
う
機
会
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
？
議
会
の
一
般
質
問
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

・ 

こ
れ
か
ら
の
桑
折
町
に
と
っ
て
建
設
的
な
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・ 

一
つ
の
問
題
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
国
の
制
度
で
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
も
の
も
あ
る
。
制
度
的
な
も
の
よ
り
、
重
要
度
も
考
え
る

べ
き
だ
。

・ 

貴
重
な
議
会
の
時
間
を
使
う
の
だ
か
ら
、
質
問
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
だ
。

議
会
の
一
般
質
問
と
は
思
え
な
い
内
容
の
も
の
も
あ
っ
た
。

・ 

予
定
よ
り
も
早
く
議
事
が
進
ん
で
お
り
、
聞
き
た
か
っ
た
内
容
の
質
問
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ず
に
残
念
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※ 

広
報
委
員
会
で
は
各
地
区
の
公
民
館
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継
を
ご
覧
に
な

ら
れ
て
い
る
方
々
の
ご
意
見
も
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
申
し
出
は
議
会
事
務
局
ま
で
。

公
民
館
の
成
人
講
座
を
受
講
中
の

「
こ
お
り
友
遊
ク
ラ
ブ
」
の
方
々
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

一
コ
マ
で
議
会
傍
聴
を
さ
れ
た
。

18
日
、
午
後
か
ら
登
壇
し
た
議
員
の
質
問
を
傍
聴
後
、

聞
き
取
り
に
よ
る
感
想
の
一
部
を
載
せ
ま
す
。


